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衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
配
分
基
準
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
及
び
関
連
法
案
の
成
立
後
、
継
続
事
業
の
事
業
見
込
額
等

を
勘
案
し
て
算
出
す
る
予
算
額
の
九
割
程
度
の
部
分
に
係
る
各
都
道
府
県
へ
の
交
付
限
度
額
は
速
や
か
に
、
客
観
的
指
標
に

基
づ
い
て
算
出
す
る
予
算
額
の
一
割
程
度
の
部
分
に
係
る
各
都
道
府
県
へ
の
交
付
限
度
額
及
び
算
出
方
法
は
で
き
る
限
り
早

期
に
、
通
知
等
に
よ
り
お
示
し
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

各
都
道
府
県
は
、
対
象
事
業
の
実
施
予
定
等
を
踏
ま
え
て
予
算
へ
の
計
上
を
行
う
と
と
も
に
、
交
付
限
度
額
の
通
知
等
が

あ
っ
た
後
に
、
必
要
が
あ
れ
ば
予
算
の
補
正
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
対
象
事
業
を
実
施
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
交
付
限
度
額
を
上
限
と
し
つ
つ
、
地
方
公
共
団
体
の
交
付
申
請
に
基
づ
き
交
付
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
類
似
の
交
付
金
の
例
も
踏
ま
え
、
配
分
に
係
る
事
項
を
法
律
で
定
め
る
こ
と
と
は

し
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
平
成
二
十
年
度
第
一
次
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総
合
対
策
交
付
金
及
び
平
成

二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
補
正
予
算

の
閣
議
決
定
後
速
や
か
に
、
配
分
方
法
の
概
要
を
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
示
し
、
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総
合
対

策
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
第
一
次
補
正
予
算
成
立
後
速
や
か
に
、
交
付
限
度
額
の
算
出
方
法
等
を
示
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
度
第
二
次
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
及
び

平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

補
正
予
算
の
閣
議
決
定
後
速
や
か
に
、
交
付
限
度
額
の
算
出
方
法
等
を
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
示
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

五
に
つ
い
て

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
各
都
道
府
県
へ
の
交
付
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
指
標
に
基
づ
く
基
準
を
導
入
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
客
観
的
指
標
に
つ
い
て
は
、
対
象
事
業
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
指
標
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
国
会
審
議
に
資
す
る
よ
う
、
平
成
二
十
三
年
二
月
十
八
日
に
、

客
観
的
指
標
の
考
え
方
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



六
に
つ
い
て

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
客
観
的
指
標
を
導
入
す
る
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
が
各
府
省
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
に
事
業
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
を
参
考

に
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
は
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
編
成
の
過
程
に
お
い
て
、
各
府
省
所
管
の
補
助
金
等
の
一
部
を
減
額

し
、
そ
れ
に
相
当
す
る
額
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
各
府
省
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

事
業
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
等
に
よ
り
、
効
率
的
・
効
果
的
な
財
源
の
活
用
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
市
町
村
へ
の
補
助
金
等
は
年
度
ご
と
の
交
付
額
の
変
動
が
大
き
く
、
一
括

交
付
金
化
に
は
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
は
都
道
府
県
へ
の
補
助
金
等
を
一
括

交
付
金
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
が
行
う
幅
広
い
事
業
が
交
付
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
継
続
事
業

は
徐
々
に
縮
小
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
の
自
由
度
は
拡
大
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三



九
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
は
、
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
予
算
額
の
九
割
程
度
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る

継
続
事
業
の
事
業
見
込
額
等
を
調
査
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
交
付
限
度
額
を
算
出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、

具
体
的
な
交
付
限
度
額
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
継
続
事
業
が
多
い
都
道
府
県
の
交
付
限
度
額
が
多
く
な
る

も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
以
降
は
、
継
続
事
業
が
徐
々
に
縮
小
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

客
観
的
指
標
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
る
割
合
を
高
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
自
由
度
の
拡
大
の
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
は
地
方
公
共
団
体
が
各
府
省

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
事
業
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
「
地

域
主
権
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
大
幅
な
見
直
し
と
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
う
役
割
に
見
合
っ

た
形
へ
と
国
・
地
方
間
の
税
財
源
の
配
分
の
在
り
方
を
見
直
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
主
権
改
革
を
推
進
し
、
国
の
役
割
を

限
定
し
て
、
地
方
に
大
幅
に
事
務
事
業
の
権
限
を
移
譲
す
る
。
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
地
方
が
自

四



由
に
使
え
る
財
源
を
拡
充
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
国
・
地
方
間
の
税
財
源
の
配
分
の
在
り
方
を
見
直
す
。
社
会
保
障
な
ど
地

方
行
政
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
の
地
方
消
費
税
の
充
実
な
ど
、
税
源
の
偏
在
性
が
少
な
く
、
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税

体
系
を
構
築
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

五


